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はしがき

平成１６年７月１３日に開催された第２４回名古屋高速道路公社料金問題

調査会において、名古屋高速道路公社理事長から調査会に対して、高速１６

号一宮線の新規開通に伴う料金について、諮問が行われた。

本調査会では、これを受けて、原則として会議は公開とし、お客様のご意

見をお聴きする会の開催の他、多方面から審議を行い意見書としてとりまと

めた。
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１． 名古屋高速道路の果たす役割

名古屋高速道路公社は、名古屋市の区域及びその周辺地域において、幹線

道路の整備を促進して交通の円滑化を図り、もって住民の福祉の増進と産業

経済の発展に寄与することを目的としている。

特に、名古屋高速道路は中部国際空港の開港（平成１７年２月予定）、国際

博覧会の開催（平成１７年３月予定）により、国際的な交流を進めようとす

る名古屋都市圏を支える重要な交通基盤として期待されている。

２． 今回調査会の目的

今回の調査会では、高速１６号一宮線の開通に伴い、前回料金認可時にお

ける既開通区間の償還対象事業費約１１，１６０億円に、新規開通区間の建

設に要した事業費（約１，４６０億円）と改築費（約２３０億円）が新たに

加わり、償還対象事業費が約１２，８５０億円となること等を踏まえた一宮

線料金のあり方や、今後の名古屋高速道路料金のあり方等についての意見を

とりまとめることを目的とした。

３． 名古屋高速道路の料金

（１）一宮線の料金圏

一宮線の料金圏については、高速１１号小牧線の料金圏の考え方と同じく、

環状２号線の迂回機能の確保、都心環状線の交通渋滞緩和及び距離に応じた

負担の公平性等を考慮して、一宮線の料金圏は名古屋線とは別の料金圏とし

て設定することが合理的である。

（２）一宮線の料金設定

一宮線の料金については、償還性を踏まえて、区間距離が概ね同じである

小牧線や名神高速道路等の料金を考慮すれば、普通車を３５０円、大型車を

７００円とすることが妥当である。
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ただし、一宮線の整備効果を最大限発揮させるために、一宮線と名古屋都

心を連結する高速６号清洲線の早期整備を行うとともに、一宮線や小牧線と

名古屋線を乗り継ぐ端末割引等の料金施策の検討が必要である。

４． 経営改善

名古屋高速道路公社では、平成１６年２月に「名古屋高速道路公社の経営

改善計画」を定め、「コスト縮減」、「契約方式の改善」及び「お客様サービス

の向上」などの項目について、お客様の立場に立った経営を行うための経営

改善を行うこととしている。

今後の名古屋高速道路全線の整備にあたっては、名古屋線における７５０

円（普通車）の料金を上げることのないように、より一層の経営改善への取

り組みが重要である。特に、コストの縮減にあたっては、他公社や他公団と

のコスト比較等を参考に、改善すべき点を明確にして実施するなどの取り組

みが有効である。

なお、経営改善にあたっては、建設・維持管理等全般にわたって重要な社

会基盤としての適切なサービス水準を損なうことがないように十分な配慮が

必要である。

５． お客様サービス向上への対応

（１）ＥＴＣを活用した料金施策等

名古屋高速道路における今後の料金施策としては、ＥＴＣを活用すること

により、特定区間割引、夜間割引の社会実験の結果を踏まえた料金施策の実

施や、多頻度利用者への割引等の利用促進策を実施するなど、利用の程度に

応じた料金、施設の有効活用、渋滞緩和及び環境改善などを目的とした、多

様で弾力的な料金制度を目指すべきである。

また、今後は出口ＥＴＣの整備により特定区間割引を導入するなど、利用

距離の要素を入れた料金施策のあり方や、出口ＥＴＣを活用した多様な乗継

施策等についても、お客様の負担の公平性の観点から更に検討を進める必要

がある。
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なお、割引施策の検討にあたっては、過度の割引により償還に悪影響を与

えないように、各種施策の目的に合致した割引を検討する必要がある。

（２）円滑な交通の確保

名古屋高速道路は、名古屋都市圏の交通基盤を担う都市高速道路としての

使命を、より一層適切に果たしていくために、以下のような観点での積極的

な事業の推進が望まれる。

①ネットワーク機能充実のための整備推進

今後予定されている伊勢湾岸自動車道等の高速道路ネットワークの整

備や中部国際空港の開港による利用者増によって、現在、渋滞の頻度が

多い南北軸、特に大高線等にその影響が生じるものと予測される。この

ため、もう一つの南北軸である清洲線、東海線の整備を積極的に推進し、

ネットワークの早期完成により交通流の適正化を図る必要がある。

②渋滞対策の積極的推進

名古屋高速道路利用のメリットを向上させるため、都心環状線、大高

線、出口付近等の渋滞対策を促進することが重要である。

（３）環境の改善・安全対策

道路管理者として最新の知見を取り入れて、一層円滑な交通流を確保し、

道路交通騒音の低減など沿道環境改善を図るとともに、耐震性向上等の道路

構造強化や路面の整備等に努めることが望まれる。

（４）お客様等のニーズの把握及び広報

お客様等のニーズをより一層広く的確に捉えて行くことに努め、名古屋高

速道路公社のあらゆる場面でお客様等のニーズにきめ細かく、適切に応える

ための更なる対応が望まれる。

広報として、名古屋高速道路公社の運営状況等の情報の公開をより積極的
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に行うことが必要である。

また、名古屋高速道路の利用促進に向けて、事業効果やお客様サービスの

内容等について、より幅広く分かりやすい広報とすることも望まれる。

６． 今後の検討課題

名古屋高速道路公社においては、本調査会での各委員の意見、お客様から

のご意見及びご要望等を踏まえ、今後とも次の事項を中心に検討を行うとと

もに、関係機関等との連携を図りながらその検討を進める必要がある。

（１）名古屋都市圏高速道路網における料金のあり方

名古屋都市圏及び周辺の高速道路網において、事業者の異なる道路毎に料

金制度が異なるなどの課題を有しており、この地域における高速道路網全体

としての料金のあり方について、関係機関等と連携して検討することが望ま

れる。

（２）償還後の維持管理

有料道路における償還期間満了後の維持管理費の負担のあり方について、

他の道路を利用する場合との負担の公平性の確保、質の高いサービス水準を

維持するための維持管理費の確保等の問題提起がなされており、償還期間満

了後の維持管理の方法等については、今後幅広い議論が必要である。


